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關
し
.

て
、
，
不
充
分
に
思
は
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
近
代
に
於
け
る
歐
米
資
本
主
義
諸
列
强
の
各
個
の
經
濟
的
發
展
の
度
合
と
、
：是
れ
を
中 

心
甿
_

成
ざ
れ
る
世
猓
經
濟
0
動
向
に
關
し
.

て
稍
々
關
心
を
欠
.

<

の
：感
を
抱
.か
じ
む
る
;0

此

<7
>

'

;事
は
第

1
章
，の
歷
史
的
な
發
展
の
叙
述 

に
於
て
特
に
著
し
い
。
著
者
が
苦
心
し
て
集
め
た
當
時
の
獨
逸
の
植
民
活
動
に
關
す
る
公
式
、
非
公
式
の
報
告
書
を
資
料
と
し
た
諸
事 

實
の
展
開
は
，
極
あ
て
廣
巩
で
あ
^ .

、
.

，且
つ
興
味
深
き
も
の
.

が
あ
る
に
も
枸
ら
ず
、' '

-
-

往
々
に
し
て
政
治
的
事
件
の
»

列
.

に
陷
0
易
い
危 

，險
を
含
む
。
斯
か
る
廣
汎
な
概
說
的
な
取
扱
は
又
、
本
書
の
金
部
を
賞
い
て
見
ら
れ
る
欠
陷
で
あ
り
\ >

、從
つ
て
著
者
の
見
解
は
必
然
的 

に
常
識
的
、.

妥
協
的
に
止
り
勝
ち
で
あ
る
。
..即
ち
第
八
章
結
語
に
於
て
，、
著
者
は
其
の
.

胃
頭
に
、
獨
逸
に
ょ
る
ヵ
メ
ル
ー
ン
地
方
の
銃 

'

治
は
獲
得
以
来

U
1

十
年
に
過
ぎ
ず
、
此
の
期
間
は
謂
は
だ
征
服
期
で
あ
つ
て
未
だ
建
設
期
以
前
で
あ
る
事
を
强
調
し
、
以
，て
獨
逸
の
統 

治
能
力
に
對
す
る
確
固
た
る
批
判
を
避
け
る
。
而
し
て
獨
逸
の
其
の
活
動
が
帝
國
主
義
的
動
機
に
墓
く
事
を
認
め
乍
ら
、
其
の
銃
治
の 

良
惡
に
關
し
て
は
他
列
强
と
相
對
的
に
比
較
さ
る
べ
き
も
の
と
爲
し
、
而
.

か
も
逝
に
斯
か
る
相
對
的
評
價
の
困
難
を
說
明
す
名
。
斯
く 

著
者
の
見
解
が
微
溫
的
で
あ
、る
事
は
確
か
に
本
書
の
弱
點
で
あ
る
。
然
し
他
方
面
.に
於
て
、
現
往
本
問
題
に
關
す
る
論
者
の
多
乂
が
偏 

見
的
態
度
を
採
り
易
い
際
に
、
却
つ
て
そ
れ
は
公
平
な
感
を
抱
か
し
め
.

る
。
此
の
意
味
：に
於
.

て
の
本
書
の
寄
與
.も
亦
相
當
に
買
は
れ
て 

W

な
り
：で
あ
ら
ぅ
。
說
明
は
常
識
的
、
概
說
的
か
冬
知
れ
な
い
。
而
し
著
者
自
身
誇
る
豊
當
な
資
料
の
利
用
と
、
問
題
と
な
る
一
地
方 

に
就
い
て
の
斯
か
る
全
般
的
な
取
扱
の
中
に
、
.我
々
は
又
利
用
ず
べ
き
多
く
の
材
料
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
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ナ
チ
ス
革
命
後
獨
逸
經
濟
學
に
課
さ
れ
：た
中
；要
テ
ー
マ
の
一
つ
は
*

理
論
經
.

濟
學
と
經
濟
政
策
と
の
關
係
を
界
吟
味
し
、
雨
#
を
有 

機
的
に
統〗

：せ
ん
^

す
る
こ
と
で
あ
る
。 

:

:•
:

.

藍
し
ナ
チ
ス
即
ち
國
民
社
會
主
義
は
國
民
そ
の
も
の
に
地
上
の
最
高
價
値
を
認
め
、
國
民
の
維
持
、
發
股
の
爲
に
人
間
の
全
協
同
生 

活
を
訐
鸯
的
に
構
成
せ
ん
と
ヤ
る
。
國
民
と
ふ

.

一
つ
の
佥
體
を
ー
次
的
な
本
源
的
な
も
6
と
認
め
、
と
れ
を
構
成
す
る
個
人
を一

一
次 

的
な
、
派
生
的
な
も
，の
と
觀
る
所
の
：金
體
半
；_

の
社
#

觀
に
党
脚
す
る
。

.
：

.

-

,

'

A

a

冬
で
國
民
協
同
體
.

0.
政
治
生
活
樣
式
，た
る
國
家
の
最
高
使
命
は
、
當
然
國
民
協
同
體
の
維
持
，
：
發
展
に
あ
る
0
然
し
國
段
協
同 

體
.

の
維
持
、
發
M

は

段

ま

、
壬

義

國

家

に

よ

つ

.

て
は
镔
成
.

せ
ら
れ
な
：い
と
。
何
と
.

な
れ
ば
、
民
主
生
義
國
家
は
單
に
黨
派
的
な
經
濟
關
係 

'
.の
代
表
機
關
で
あ
り
、
諸
政
黨
の
勢
力
關
係
に
よ
，つ
：て
國
家
の
政
策
が
決
定
.
_さ
れ
、

' 

決
し
て
全
體
と
し
て
の
國
民
協
同
體
の
維
持
、
發 

展
な
る
目
的
は
實
現
さ
れ
ぬ
か
ら
，で
あ
る
と
。
斯
か
る
目
的
は
唯
、「

金
權
委
住
國
家

」

.

に
よ
つ
て
の
み
實
現
さ
れ
る
と

O

即
ち
全
國
尻 

< D

信
賴
に
よ
つ
て
全
*

が
委
任
さ
れ
、
逆
に
.

國
民
に
對
.

-1
>

そ
の
全
實
任
を
負
.

ふ
所
.

の
獨
裁
的
指
導
者
に
よ
'

つ
.て
の
み
、
黨
派
的
'な
ら
ざ 

る
、'
.

統
'1
.

的
な
國
家
政
策
が
可
能
で
あ
る
.

と
。
...
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"
.金
櫬
委
住

.國
家
は
國
民
協
同
體
の
維
持
、
發

M
な
る
最
高
目
的
實
現
の
手
段
と
し
て
經
濟
を
統
制
す
る
。
而
も
旣
に
國
民
が
一

つ

の 

協
同
體
、
.士
つ
の

.有
i

と
看
做
さ
れ
る
以
土
、
恰

有̂
機

il
l
の
維
持
、
成
長
は
そ
の
有
機
體を

！
！

成
す
る
部
分
的
金
體
た
る
諸
器
官 

が

.そ
の
職
能
に
應
七
、
夫
々

.異
つ
た
機
能
を
營
办
こ
と
に
よ
つ

.て
可
能

.な
る
が
如
く
、
圃
家
が
全
體
と
し
て
の
國
民
の
維
持
、
發
展
を 

實
現
す
る
：爲
に
は
ノ
夫

>
.
.
異
な
つ
た
機
能
を
營
む
諸
經
濟
的「

職
能
圑
體

1_
を
有
機
的
に
組
織
す
る

.こ
と
を
必
婴
と
す
る
と

0
而
も
一
つ 

の
荷
機
體
を
耩
成
す
る
諸
器
官
が
全
：體
に
奉
仕
す
ゐ
價
値
に
は
差
異
が
存
し
、，
頭
が
他
の
諸
器
官
を
指
導
す
る
如
く
、
國
家
經
濟
を
有 

機
的
に
組
織
す
.る
に
當
つ
て
も

，
*
 

4
.指
»
薪
原
理
し
が
絕
對
に
必
要
で
あ

.る

と
9
PP
ち
國
民
經
濟
の
細
胞
を
な

.す
個
々
の

_
內
に
あ
っ
.
 

1€
.も
：ハ
企
業
家
は
指
辯
者
と
し
て
：勞
働
者
使
用
人
か
ら
全
權
が
委
任
さ
れ
、
逆
に
勞
働
衮
使
用
人
に
對
し
そ
の
金
賢
任
を
負
ふ
可
き
で 

あ
る
と

.o

.a
つ
'全
棚
を
委
任
唸
れ
た
指
導

.紫
は
•
.
そ
の
權
利
を
行
使
す
る
際
、
そ

(O
'
行
使
が
全
體
の
利
益
に一.

致
ず
可
き
義
務
を
負
ふ
。 

即
ち

^
益
は
私
益
に
先
ん
じ」

な
け
れ
は
な
ら
ぬ
と

。
.

，
そ

れ

故

吾
.々
'
は
ナ
チ
ス
の
指
绰
原
理
を
次
の
如
く
要
約
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
國
民
協
同
體
の
維
持
、
發
展
を
地
上
の
最
高
目
的
と 

し
、
こ
の
目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
、
全
權
娶
任

_
家
が
そ
の
强
カ
な
.政
治
的
權
呔
を
用
ひ

、
，.
經
濟
を
職
能
團
體
的
に
統
制
す
る
に
あ 

る
。
•救
に
國
民
協
同
體
の
維
持
發
展
を
目
的
と
し
、
經
濟
を
こ
れ
が
實
現
の
手
段
と
し
、
國
家
は
こ
の
目
的
と
手
段
と
を
結
合
す
る
も 

の
と
し
て
現
は
れ
る
。
從
つ
て
經
濟
は
國
民
協
同
體
の
維
持
、
發
展
な
る
目
的
に
對
す
る
手
段
と
し
て
'
專
ら
政
策
的
立
場
ょ
り
硏
究 

さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
斯
か
る
ナ
チK

革
命
に
刺
戟
さ
れ
、
現
代
獨
逸
經
濟
學
の
新
動
向
は
、
會
つ
て
マ
ッ
ク
ス

•ゥH

丨
バ

1 

等
に
ょ
つ
て
二
元
論
的
に
峻
別
さ
れ
た
理
論
經
濟
擧
と
經
濟
政
策
と
；の
關
係
を

W
吟
味
し
、
兩
者
を
苻
機

§
に

銃

，
ー
，
せ

ん

と

す

る

に

あ
 

る
。斯

か
る
理
罾
ざ
政
策

'の
有
機
的
鲍：1

を
命
圖
す

I讲
究
と
し
て
犮
記
の
諸
著

* ;
.諸
論
文
が
擧
げ
得
ら
れ
る
。
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こ
れ
等
の
著
書
、
論
文
の
外
に
、
.
'
該
方

f&
J
の
硏
究
の
新
刊
書
と
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て
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擧
ぐ
べ
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救
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
の
は
、
最
後
に
擧
げ
た
エ
マ
一
一ュ.
エ

ル•
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ォ

ー

ゲ

ル

，
著

「

政
治
と
經
濟
學
し

で

あ

る

。該
書
は 

一
、
政
治
經
濟
學
と
し
て
の

.國
坭
經
濟
學
か

I
.理
論
と
經
濟
的
目
的
態
度

?
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ゲ
ル
著
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政
治w

貍
濟
學〕

 

ニ m
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r

!)

ニ
、
經
濟
學
に
於
け
る
政
治
な
る
言
葉
の
歷
史
と
意
味
の
變
化
:-
'

三
、.
•
政
治
經
濟
學
か
ら
國
民
的
、.
社
會
的
經
濟
學
へ
の
發
M-

に
■

す
る
獨
逸
歷
史
派
の
貢
献
.V

.

 

r

、

四
、
總
體
的
目
的
設
定
の
境
界
と
し
て
の
限
界
原
理 

.

i

な
る
四
つ
の
論
文
が
收
錄
名
れ
，て
ゐ
る
。
そ
れ
等
の
內
、
理
論
と
政
策
の
‘有
機
的
統
一
の
問
題
を
方
法
論
的
に
取
扱
つ
た
の
は
第
一
の 

論
文
で
あ
る
。
以
下
該
論
文
の
.

主
內
容
を
說
明
す
る
こ
七
に
ょ
0

て
、.
本
書
.
の
紹
介
に
代
べ
る
。

•

フ
ォ
ー
ゲ
ル
.

は
最
近
に
於
い
て
輝
：論
と
政
策
の
統
一
問
題
を
最
も
方
法
論
的
に
取
扱
づ
た
學
者
は
フ
ロ
ィ
ゲ
ル
ス(

彡
，

Die volkswirtschaftslehre als 

politische

o:kcnomik u
n
d

 die 

fcnnale W
i

- Htschaftstheorie. 

Stuttgart, 

1
9
3
6
)

で
あ
る

と
な
し
V

,

先
づ
彼
の
所
說
の
紹
介
か
ら
出
發
す
る
0

''
 

,  

•

.

フ
ロ
ィ
ゲ
ル
ス
は
、
理
論
經
濟
學
が
經
濟
政
策
と
有
機
的
に
結
合
す
る
爲
に
は
、
そ
れ
は
三
つ
の
認
識
段
階
を
經
過
し
な
け
れ
ば
な 

ら
'
ぬ
と
。

. 

. 

.

.

第
一
の
段
階
は「

一
般
的
形
式
理
論」

Q

硏
究
で
あ
り
、
そ
れ
は
價
値
判
斷
を
排
除
し
た
る
、
經
濟
行
爲
の
抽
象
理
論
で
あ
る
。
そ
れ 

が
現
實
的
な
國
岚
經
濟
學
の「

豫
備
的
研
究」

を
な
す
理
由
.
は

「

經
濟
行
爲
の
形
式
的
側
面
に
限
定
さ
れ
た
理
論
は
當
に
そ

の

限
宛
の
故 

に
凡
ゆ
る
實
際
の
.
經
濟
狀
態
竝
び
.
に
頭
に
考
へ
得
ら
れ
る
凡
ゆ
る
經
濟
狀
態
に
適
用
さ
れ
得
る
し
*
だ
が
事
實
そ
れ
だ
け
か
ら
で
は
如 

何
な
る
經
濟
狀
態
も
說
明
さ
れ
得
な
い」

か
ら
で
あ
る
:0
?
:
:
： 

. 

..

第
二
の
段
階
は「

交
換
經
濟
の
现
想
型
理
論j

で
.
.あ
り
*

即
ち
备
人
が
何
等
の
制
限
を
受
け
ず
、.
利
潤
追
求
欲
に
驅
ら
れ
て
行
_
す
る 

交
換
經
濟
の
理
想
型
を
假
宛
し

、

そ
の
下
に
於
け
る
經
濟
現
象
を
先
の
一
般
的
形
式
理
論
を
用
ひ
て

說
明
せ
ん
と
す
る

の

で

あ
る
と
。 

第
三」

の
.段

階

は

「

政

.治

經

濟

學
と

し
て
の
@
民
|

|

^
學」

で
あ
る
と
。
.即
ち
理
論
を
實
際
生
活
に
役
立
つ
も
の
た
ら
し
め
る
に
は
政
治

的
目
的
熊
度
が
必
要
で
あ
る
，と
.:0

從
つ
て
フ

，

ロ

ィ

ゲ

ル
.
.
ス

は

、

本
來
國
民
經
濟
學
.は
政
治
的
科
擧
で
あ
る
と
認
め
て
ゐ
るo

と
と
ろ
で 

.最
も
®

要
な
こ
と
は
、
第
1
.の
認
識
段
階
^

し
て
の
.形
式
理
論
と
、
第
ニ
の
.段
階
と
し
て
0
,理
.想
型
理
論
と
、
第
三
0

、
價
値
刺
斷
に 

立
.釋
し
、
.
.前
記
の1

1
理
論
を
實
際
に
利
用
す
る
所
の
>
'
:政
治
經
濟
學
と
し
て
の
.國
民
經
濟
學
.と
.の
珀
し
い
關
係
を
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
’ 

る
0

彼
に
據
る
と
、
第
三
.：の
.國
民
經
濟
學
の
_

題
は
一
般
的
形
式
理
論
と
交
換
經
濟
©
理
想
型
理
論
i
の
所
產
を
社
#

事
象
の
^

關
聯 

に
組
織
的
に
適
用
す
る
.に
あ
る
と
。
!-

然
し
そ
れ
ら
理
論
を
組
織
的
に
適
用
す
る
.が
爲
に
は
、

一
定
の
指
導
理
念
を
必
要
と
す
る
と
。
そ 

し
'て
そ
れ
.は「

國
民
協
同
體
:0

最
.大
可
能
な
る
欲
望
の
1充
足
の
保
證」

な
る
有
機
的
協
同
體
の
理
想
で
あ
る
と
。
從
つ
て
第
三
の
認
，識
段 

階
は
有
機
的
國
民
經
濟
の
理
想
型
.理
論
で
あ
り
、
而
も
そ
れ
は
、
最
早
第
二
の
‘理
想
型
理
論
の
如
ぐ
、
.軍
な
る
假
定
.

Q
,

上
，に
.党
脚
す
る
. 

も
の
で
.は

.
な

く

、

政
治
目
的
と
し
て
の
叙
益
に
對
す
る
公
益
の
優
位
性
の
是
認
に
立
脚
す
る
が
故
に
、
直
接「

政
治
的」

蚀
楮
を
持
つ
とo

 

斯
く
マ
ロ
ィ
ゲ
ル
.：ス
は
、
經
_濟
政
策
と
有
機
的
に
結
合
し
得
る
.理
論
經
濟
學
は
第
三
の
認
識
段
階
の「

有
機
的
國
民
經
濟
の
理
想
塑
理
. 

論」〔

で

あ

り

、
：
同

時

に

.そ
れ
は
公
益
の
優
位
性
な
る
政
，治
目
的
に
ょ
つ
て
導
か
れ
て
ゐ
る
故「

政
治
經
濟
學」

で
あ
る
、と
主
張
す
る
が
、 

こ
れ
に
.對
し
フ
ォ
ー
ゲ
ル
は
次
の
ニ
點
ょ
り
批
判
を
加
へ
て
ゐ
，

o 

.

.

第
一
：に
フ
ォ
.
丨>
.

ル
は
フ
.

ロ
ィ
ゲ
ル
ス
の「

有
機
的
國
民
經
濟
の
理
.

想
■
型
理
論
！|
は
未
だ
認
識
の
第
三
わ
段
階
を
な
.
さ
ず
、
第
二
..の
段 

階
に
と
'

ま
.

る
に
過
ぎ
ぬ
と
。
即
ち
全
く
貧
機
的
に
營
な
ま
れ
る」

經
濟
の
理
想
型
を
得
る
：が
爲
に
は
、
.
純
粹
交
換
經
.
濟
を
假
定
し
た
の
_
.
 

と
'
同
様
.
に
、

奉

仕

：
の

原

則

に

從

.
つ
て
計
畫
經
濟
的
'

に
營
な
ま
れ
.
る
純
粹
の
欲
望
充
足
經
濟
を
.
假
定
し
な
け
れ
.

ば
.
な

ら

ぬ

々

從

つ

.て

そ

れ 

は
交
換
經
濟
の
理
想
塑
理
論
士
竝
ん
で
第
二
.

の
、
而
も
對
立
.
的
，な

理

想

型

理

論

に

.

と

ま

り

、
決
し
.て
現
實
を
說
明
し
得
る
如
き
國
玛 

經
濟
學
.で
ほ
あ 
b

 

得
な
い
.

と
.
'.
0

'

へ
：

」

，

:

;.
'

.
-,
-

.

.

第
二
に
經
濟
學
、
特
に「

有
機
的
國
民
經
濟
の：

理
想
型
理
論
し
に
.
必
然
的
.

に
價
値
判
斷
が
揷
入
さ
れ
る
か
ち
と
写
つ
で
、：
直
ち
に
經
濟
：
 

ク
ォ.
-

ゲ
.

ル
漕「

政
治
ミ
審
^

1
I
£
.

 

(
3
U
D
.



.

ァ
ォ
メ
ゲ
ル
著
^

治
さ
練
濟
?4
-

1

ニ

六

S

 

一0
 

學
凌「

政
涪
：

」

經
濟
學
^

名
が
#

名
;£
^

に
孩
對
.す
る
0
:彼
ば
兜
づ
價
1

©?

を
：ー_

に
分
け
て
ゐ
る
0

一
 

つ
は
入
々
に
ょ
ク
て
夫
々
異 

'な
洛
世
热
觀
列
至
黨
派
的
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
主
觀
的
價
値
判
斷
で
あ
り
、
斯
か
る
も
の
を
彼
は「

政
治
的」

價
値
判
if

と
規
宛
し
て
ゐ 

る
0

他
は
客
觏
的
:#

进
と
^

て
：_の
國
民
經
濟
の
本
質
か
:&
必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
る
價
値
判
斷
で
あ
り
、
例
へ
ば
國
民
の
福
祉
乃
银
全 

體
め
福
祉
と
辱
>

如
.き
顧
値
判
斷
.で
.あ

'!
)

、
そ
れ
は
最
早
黨
派
的
な
，
蠢

的

な

5
.

從
つ
て「

政
治
的
1_
'
な

價

値

判

斷

で

は

な

人

一

つ
 

の
客
觀
的
價
値
判
衝
で
あ
.る
とa

そ
^
て
常
に
輕
濟
學
は
凡
ゆ
る
國
民
經
濟
の
最
高
坐
活
目
的
と
し
て
認
め
ち
れ
た
斯
か
る
全
體
の
福 

祉
忆
役
立
：つ
が
爲
に
硏
统
さ
れ
る
も
の
.で
あ
り
"

即
ち
客
觀
的
：な
價
値
制
斷
を
そ
の
.指S

理
念
と
す
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
.か 

ら
と
ー
芦
9
.て
*

フ
'ロ
ィ
ゲ
ル
'
:ス
め
云
ふ
如
く
、
顧
濟
學
は
必
然
的
に「

政
治」

經
濟
學
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
と
。
斯
か
る
，
 

潘
譲
.
.は
.デ
果
^

以
^

經
；濟
學
fc「
政
治
經
濟
學
_
.1
-
.な
^

不
：宰
.な
る
名
稱
を
用
a

た
こ
と
に
由
來
す
る
とo

佑
典
派
に
於
..て
.も
*

又
限
^
效 

.用
學
派
に
於
て
も
、
そ
の
..硏
贫
:0
.指
導
理
念
は
國
揭
の
福
祉
乃
..至
全
體
の
福
祉
な
る
客
觀
的
價
値
判
斷
で
あ
り
、
こ
の
客
觀
的
目
的
設 

究
を
.

「

政
治
的J.

と
..名
.づ
け
、
決
し
.て
今
日
，の
如
く
何
等
か
の
黨
溉
的
な
、
政
治
的
目
的
を
意
味
し
た
の
で
は
.な
い
と
？
pi

前
者
の
場
合 

に
於
て
：に
マ
ン
ザ
夂
ス
タ
ー
寧
«

に

ょ

り

、

後

苕

の

場

合

.
に

は

ミ

ー

ゼ

ス

.に
ょ
り
、
夫
々
客
觀
的
價
値
判
歡
が
主
觀
的
な
、黨
派
的
な
、 

即
ち
自
由
主
蘧
な
^

|
定
‘
..
0

政
治
的
な
價
値
判
斷
.に
置
き
換
へ
ら
れ
て
終
つ
た
の
.で
あ
る
と
0

フ
ロ
ィ
ゲ
ル
ス
の
所
說
杧
對
乙
斯
か
る
批
判
を
加
へ
た
後
、
彼
自
身
の
立
場
を
積
極
的
に
展
開
し
て
.ゐ
る
0

即
ち
，フ
ロ
ィ
ゲ
ル
ス
が 

「

有
機
的
國
產
濟
の
*

想
型
璉
論」

を
■

•■
(
D認
識
段
階
と
せ
る
に
對
丨
、.

V

れ
を
V*
?
交
換
經
濟
の
理
想
型
理
論
し
と
同
様
に
第
二
の
認 

識
段
階
に
.置
き
，
と
れ
等
.

】

一
つ
の
理
：想
謹
論
を
菽
礎
と
し
て
、.
.そ
の
上
に「

現
實
的
'

經
驗
的
な
、
直
觀
的
經
濟
.理
論」

を
樹
立
せ
ん 

で
'と
を
主
張
す
。
即
ち
本
來
經
濟
政
策
や
.、

實

踐

に

直

接

役

立

つ

，
ょ

ぅ

な

現

實

的

> 

經
驗
的
.な
"

直
觀
的
經
濟
理
論
は
、
經
濟
の
推
迆 

カ
と
^

て
叙
辉
濟
的
な
利
潤
追
求
欲
の
外
に
、
更
に
國
民
經
.濟
全
.體
に
仕
へ
る
所
の
、.
ょ
1

咼
ぃ
有
機
的
目
的
態
度
.を

認

.め

な

け

れ

ば

な
ら
ぬ
と
。
斯
か
る
直
観
的
S

濟
理
論
垚
ん
で
、
擎
相
互
に
對
立
的
な
ニ
つQ

理
想
型
的
形
式
理
論
を
I

と
す
る
理
出
は
、 

變

i

i

?

Q
もQ

が
ニ
■

着

、
即
I

機
的
、
盡
的
關
聯
の
內

H

人
I

的
S

I

I

篇
を
持
つ
が 

.故
，
あ

る

こQ

ニ
つQ

形

5
理
論
は
一
方
に
於
て
純
私
經
濟
的
"
個
人
主
義
的
要
素(

裏
的
結
合
な
き
、自
蛊
攀
狀
態
に
於
け 

る
f

追
求)

Q

作

用

を

翌

卷

て

、
純
幹
に
、
S

に
硏
究
す
るQ

で
あ
り
、
特
に
自
由
交
換
經
濟
S

論
と
し
て
市
場
價
格
の 

将
f

說
明
す
る
し
、
他
方
に
於
'て
鈍
有
機
的
、
全
體
音
的
追
求
、
從
つ
て
’公
益
原
則
の
藝Q

作
用
を
翌
に
硏
究
す
る
の
で
あ 

■b
r
.に
純
欲
望
充
足
經
濟
と
泰
仕
の
原
則
に
龜
づ
く
價
値
構
成
を
敍
述
す
る
の
で
あ
る
と
。

.

斯
か
名
最
囊
に
抽
奢
れ
S

形
式
理
論
は
そ
れ
等
が
持
つ
根
本
前
提
に
ょ
つ
て
全
く
對
立
性

I

す
I

ば

明

ら

か

で

あ
る
。 

第
'1

,

の

形

謹

霞

4

個
人
主
義
的
な
、

.

從

つ

て

全

く

鑛

交

換

經

濟

を

端

的
£

明
す
る
。
然
し
第
.
.！1

Q

形
式
■
論
は
專 

ら

有

機

的

し

た

、
.從
つ
て
上
か
ら
秩
序
づ
け
ら
れ
た
、
許
畫
經
濟
的
な
經
濟
過
程
を
敍
述
す
る
。
こ
れ
に
對
，

J
、

f

の
現
實 

H

す

す

る

翼

蒙

は「

親
©

さ
れ
た
交
換
經
濟
し
な
名
混
合
形
態
で
あ
衫
、
禿
は
或
る
場
合
に
は
個
人
主
義
、
奮

經

濟

Q
:
_

想

型 

に
狻
近
し
.

或
.
5

合
に
.
は
全
有
機
的
、
.許
畫
經
濟
的
匿
接
近
す
る
。
.そ
し
て
斯
か
る
混
合
形
態

こ
そ
■

「

妻

的
、
經
驗
的
國
段
經 

霞

」

.

.：の
對
象
I

す
も
の
で
あ
る
。I

る
.

經
濟
學
は
.そ
の
說
I

的
に
必
要
な
議
を
雨
形
式
i

か

ら

借
り
來
义
利
用
し
、
斯 

力

る

碧

Q

走

そ

Q
.

經
濟
的
S

Q

變

的

概

含
_

成
し
、.
又
そQ

置
關
係
や
合

E

的
的
な
作
f

研
究
す
可
き
で
あ
る
と
。

'敬

.
て
ヶ
ノ
は
純
交
換
經
濟
の
形
式
理
論
越
び
に
最
大
可
能
な
欲
望
充
足
と
泰
仕
と
を
目
指
す
党
全
な
み
有
機
的
經
齊
齒 

程
の
形
武
理
論
の
.

外
に
、
ょ
リ
抽
象
度
の
.
低
い
、
ょ
り
現
實
的
な「

直
観
的
理
論」

(

混
合
的
*

有
機
的
應
用
理
論)

を
構
成
し
、
こ
％
こ 

老
て
直
接
譽
の
經
濟
に
關
す

S
識
を
與
へ
ん
と
す
.る
。
ハ
そ
し
て
、.
そ

の

論

據

を

彼

は

，
.
國

鐵

濟

が

本

質

に

於
て
一
部

®

、

主

義
的
办
ノ 
1

1

體
_

—

I

f

的

霜

美

S

I

め

老

岑

そ

れ

故
s

l

f

純
個
人
_

|

|

效
用

フ
f

ゲ
ル
i

f

經
I
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ts

ォ
ー
ゲ
ル
著r

政
治
^
絨
濟
學i 

ニ
！八

S

H

C

學
派
0
理
論
%.
,:
:
%叉
純
全
辑
由
鷂
的
な
女
^
パ
シ
流
の
理
論
U

共
に
單
に
理
想
型
理
論
た
る
.に
と
^
ま
I
、像
備
的
研
究
で
あ
づ
て
、 

決
し
て
現
實
的
な
、：
從
つ
で
直
接
政
策
に
役
立
つ
可
き
理
論
た
ト
得
な
い
と
。
、
'-'
.

H
故
て
現
往
の
如
き
急
激
な
社
會
變
革
期
に
於
て
は
實
踐
的
關
心
が
益
一
々「

强
め
ら
れ
"
實
踐
的
關
心
が
强
ま
れ
ば
、科
學
に
對
し
七
も
、 

實
踐
.に
役
立
つ
如
卺
現
賁
的
规
論
を
要
求
す
'る
。
_然
^
現
實
的
理
論
を
耍
求
す
る
の
急
な
る
餘
り
、
往
々
現
實
の
具
體
的
事
實
を
記
述 

す
る
.に
^

ま̂
り
，、、
理
論
を
見
炎
ふ
か
、
或
は
黨
派
的
な
へI

定
の
政
治
目
的
に
よ
つ
て
理
論
を
道
曲
し
て
し
あ
ふ
危
險
が
頗
る
大
で
ぁ 

.る
'°
斯
か
.る
危
險
に
陷
る
こ
と
な
し
に
現
實
的
理
論
.を
樹
立
す
名
手
段
と
し
て
、;'
ス
ォ
1
ゲ
ル
ー
の
主
張
に
は
大
.い
に
學
ぶ
可
き
：點
が
お 

る
。，.
.即
ちJ

方
に
於
て
彼
は
二
つ
の
形
式
理
論
を
豫
備
的
硏
究
と
し
て
認
め
、
そ
の
.上
に
現
實
的
理
論
を
柄
成
す
る
こ
.と
に
よ
1)
'
、，，單 

な
る
事
實
':
0
記
述
べ
.陷
る
^

を̂
避
.げ
る
。
他
方
に
於
て
彼
は
軍
に
國
民
經
濟
の
本
質
よ
り
導
き
出
ざ
れ
る
客
觀
的
價
値
判
斷
，_

(

國
民 

の
福
獅
>
乃
茧
私
益
に
對
す
.る
公
益
.の
優
位
性)

0
み
を
理
論
構
成
の
：指
導
理
念
と
し
、
：主
觀
的
な
、
，黨
派
的
な
價
値
判
斷
は
こ
れ
を 

排
除
す
る
こ
と
に
よ
 々>..,1:

定
の
败
治
的
.固
的
に
よ
る
理
論
の
論
曲
を
避
け
る
？
唯
問
題
4
な
る
の
は
、
一
一
つ
の
對
宂
的
な
形
式
理
論 

か
ら
如
何
に
し
て
現
實
的
理
論
が
構
成
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
.と
の
點
.に
就
い
て
.は
該
書
の
中
に
目
瞭
な
說
明
を
兒
出
し
得
な
い
こ
と
を 

遺
憾
と
す
る
。
然
し
.こ
の
點
に
就
い
て
は
旣
に
彼
の H

a
u
p
t
p
r
o

.D*
l
e
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3
1

中
に
展
^
さ
れ
て
居
.る
故
、
該
書
を
參
照
さ
れ
ん
と
.と
，を
.
希

望

す
!,
0

;
:

島

恭

彥
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淸

財
政
學
は
今
日
種
々
な
る
領
域
に
お
い
て
擴
充
さ
る
べ
き
必
要
に
迫
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ

の

必
要
は
現
代
の
財
政
學
霞
を
し
て
、
足 

來
未
開
拓
の
分
野Q

硏
究
に
向
.は
し

.め
、
'そ
の
成
果
は
着
々
と

現
は
れ
つ
.，
あ
るo

こ

、

に
紹
介
せ)

と
す
る

島
恭
彥
氏
の
近
著r

近 

,
世
麗
思
想
史」

は

ド

I

の

家

e
i

c
h

e

 

l
d
e
a
l
e
,

 

1
9
3
7
/

と
共
に
、
租
稅
現
象
の
思
想
史
的
內
容
と
經
濟
史
的
意
義 

と
を
深
く
デ
明
し
た
意
味
で
財
政
學
硏
究
の
新
た
な
領
域
を
拓
い
た
も

の

と

言
つ
て

好

い

。

.總
じP

從
來
の
財
政
學
の
缺
陷
で
あ
つ
.た
も
の
は
、
財
政
の
研
究
が
主
と
し
て
制
度
の
說
明
に
終
始
し
て
、
財
政
と
社
會
關
係
と
の 

轺
び
つ
き
を
看
却
し
た
點
に
あ0

た
タ
言
ふ
ま
で
4
な
く
、
財
政
は
常
に
そQ

時
々
の
社
會
關
係
に
結
び
つ
き
、
こ
0
關
係
を
地
盤
と 

し
て
構
成
さ
れ
る
。
從
つ
て
財
政
研
究
の
義
と
な
f

の
が
、
.斯
る
社
嘉
係
と
の
篇

に
あ
る
こ
と
は
、

最
早
今
日
之
を
疑
ふ
餘 

地
は
な
s
o
.そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
從
來
の
.財
政
學
が
多
く
制
度
の
說
明
と
そ
の
論
策
と
に
集
注
し
た
の
は
、
財
政
學
の
理
論
的
反
省
を 

必

要

す

る

時

代

，に

至

達
し
て
ゐ
な
か
つ
た
と
言
へ
ば
、
そ
の
一

言
に
つ
き
る
で

あ

ら

ぅ

。

併
し
こ
れ
を
他
の
一
面
か
ら
考
察
す
れ
ば
、

財
政
の
硏
究
I

る
、I

霸

Q

方
面
S

S

む

醫

I

S

I

。

そ
れ
はS

.
Q

も
つ
政
治
的
霜
で
あ
る
。
財
政
が
政
治 

的

篇

I

マ

て

ゐ

f

い

ふ

I

は
、
：財
政Q

硏
究
を

し

て

政
治
的
實

I

に

向

は

’し
め

、

そ

I

f

財
政Q

組

f

具
體

的

政
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